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東西名流舞踊鑑賞会
平成28年 1()月 ][5日 0

日本舞踊界の第一線で華々しい活躍をみせる東西の名手が一堂に会する公演です。

上方四流 (井上、楳茂都、山村、吉村 )と、東京を代表する舞踊家の競演で、

上方と江戸の風俗や情景を描写する作品も織り交ぜ、東西の舞踊の魅力に迫ります。

第3411

舞踊公演

斯界を代表する名手たちの至芸を堪能し、舞踊の奥深さに触れる秋の一日をどうぞお楽しみください。
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慇ン平成28年度 (第71回 )文イリ十芸術祭主催

輪 国
立劇場開場

"周
年記念

長

唄

島
の
千
歳

平
安
時
代
に
流
行
し
た
、
男
装
し
て
舞
を
舞

う
白
拍
子
。
そ
の
元
祖

の

一
人
と
さ
れ
て
い

る
、
島
の
千
歳
を
唄
っ
た
上
品
な
ご
祝
儀
物
で

幕
が
あ
き
ま
す
。
吾
妻
節
穂
は
、
初
代
吾
妻

徳
穂
に
師
事
し
た
吾
妻
流
の
幹
部
で
す
。

首
か
ら
提
げ
た
木
箱
を
舞
台
に
、人
形
操
り
を

お
も
し
ろ
く
見
せ
る
旅
芸
人
の
愧
儡
師
。
や

が
て
自
身
が
い
く
つ
も
の
役
柄
を
踊
り
分
け
て

い
き
ま
す
。
関
西
藤
間
流

（勘
右
衛
門
派
）
の

重
鎮
、藤
間
良
太
郎
が
素
踊
り
で
つ
と
め
ま
す
。

常
磐
津
　
そ
ば
や
の
三
つ
面

歌
舞
伎
の
『
助
六
』
に
登
場
す
る
う
ど
ん
屋

を
、
大
阪
新
町
の
廓
の
そ
ば
屋
に
う
つ
し
ま
し

た
。
若
柳
流
五
世
宗
家
家
元
の
若
柳
吉
蔵
が
、

夫
婦
と
隣
家
の
あ
ん
ま
２
二
人
を
、面
を
使
い

分
け
て
踊
り
ま
す
。
軽
妙
な
中
に
も
、
上
方
の

味
わ
い
が
漂
い
ま
す
。

清

九

愧|
儡 F
師し

一
中
節

常
磐
津

山!

姥を

都[
見χ
物ら
左さ

衛え

F号克

都
見
物
左
衛
門
を
名
乗
る
男
が
、
方
広
寺
の

大
仏
を
は
じ
め
京
の
名
所
を
歩
き
回
る
様
子

を
活
き
活
き
と
描
き
ま
す
。
一
中
節
の
な
か

で
も
古
い
曲
で
す
。
十
日
付
流
の
六
世
家
元
、キ
ロ

村
輝
章
に
よ
る
都
風
情
た
っ
ぷ
り
の
明
る
い

一
曲
で
す
。

近
松
門
左
衛
門
の
『嘔
山
姥
』
に
拠
る
「山
姥

物
」
の

一
つ
で
す
。
一二
世
井
上
八
千
代
の
振

付
。
後
半
に
あ
た
る
山
め
ぐ
り
で
、
四
季
の
美

し
い
情
景
を
描
き
、
能
が
か
り
の
雰
囲
気
で
幽

艶
に
終
わ
り
ま
す
。
京
舞
井
上
流
五
世
家
元

井
上
八
千
代
が
、格
調
高
く
舞
い
ま
す
。

…

地

歌

葵 i

」ヒえ

地

歌

間
の
扇

遊
女

の
恋
の
は
か
な
さ
を

扇
に
た
と
え
舞

つヽ
、
艶
も
の
の
代
表
曲
の
一
つ
で
す
。
振
付
は

二
世
楳
茂
都
扇
性
。
技
巧
的
で
優
美
な
扇
の

振
り
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。
楳
茂
都
梅
咲
弥
は

流
俵
の
重
鎮
、
様
茂
都
梅
咲
の
門
下
で
、
楳

茂
都
流
の
中
堅
を
に
な
い
ま
す
。

長

唄

吉
原
雀

吉
原
雀
と
は
、
江
戸
の
遊
廓
、
士
口
原
の
ひ
や
か

し
客
の
こ
と
で
す
。
吉
原
の
放
生
会
を
訪
れ

た
男
女
の
鳥
売
り
が
、廓
の
風
俗
や
遊
女
の
生

活
を
描
写
し
ま
す
。
花
柳
芳
網
と
花
柳
双
は
、

関
西
花
柳
流
の
実
力
派
で
す
。
賑
や
か
で
粋

な
風
情
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

義
太
夫

関
寺
小
町

『花
競
四
季
寿
』
の
秋
の
部
「
関
寺
小
町
」
。
老

年

の
小
野
小
町
が
若
き
日
の
百
夜
通
い
を

追
憶
し
、
ま
た
元
の
庵
に
帰
っ
て
行
く
…
。
老

い
の
幽
玄
の
美
を
描
い
た
大
変
重
い
曲
で
す
。

井
上
か
づ
子
は
、
四
世
井
上
八
千
代
の
高
弟

で
、気
品
と
滋
味
あ
ふ
れ
る
舞
い
手
で
す
。

常
磐
津
　
自京
　
漕
”

平
家
の
武
将
景
清
が
、
清
水
寺
参
詣
の
際
に

五
条
坂
の
遊
女
阿
古
屋
に
馴
染
み
ま
す
。
軍

語
り
と
廓
話
を
、
緩
急
を
も
つ
て
踊
り
分
け

ま
す
。
藤
間
蘭
黄
は
、
祖
母
・藤
子
、
母

蘭
景

と
続
く

「
代
地
」
の
芸
を
継
承
、
「
景
清
」
は

そ
の
十
八
番

の
一
曲
で
す
。

能

『葵
上
』
に
出
来
し
た
本
行
物
で
す
。
エハ
条

御
息
所
の
光
源
氏
と
の
想
い
出
。
や
が
て
そ

れ
も
悲
し
み
に
変
わ
り
、
葵
上
の
枕
元
に
、
生

壺
天
鬼
）
と
な
っ
て
激
し
く
追
り
ま
す
。
鮮
や

か
な
二
枚
扇
の
扱
い
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。
山

村
流
六
世
宗
家
、
山
村
友
五
郎
が
凄
艶
な
女

心
を
描
く
大
山
を
つ
と
め
ま
す
。

………

撮影‐篠口紀信

生
″
一
部

一
午
後
１
時
開
演

第

二
部

午
後
４
時

３０
分
開
演

9月 11日 (日 )午前 10時～         9月
12日 (月 )チケツト売場 [午前10時 ～午後6時 ]

(電 話 〉国立劇場チケットセンター [午前lo時 ～午後6時 1

0570(07)9900
03(3230)3000〔 一部IP電話等〕

6,700円 .学生4,700円
(第 1部 第2部セット割引11,400円 )

⑬国立支楽劇場§̈　　懃
¨̈

“
ンターネ
"I‖談鷺Il:11:::多‖

ソ
鷲卦っ 9紹より]1耳 :ット膨:翻鮮1冨理∬" ρ四工又梁劇場G03(3212)253X代 詢 htt,〃WWW nlぃ cg。 ,p′


